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NY マーケットレポート（2018 年 11 月 15 日） 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、序盤に発表された米経済指標が比較的良好な結果となったものの、英国の EU離脱に関する政

治的な混乱を背景に、欧米の株価が下落したこともあり、投資家のリスク回避の動きが先行し、ドル円・ク

ロス円は軟調な動きとなった。その後、米中貿易摩擦緩和への期待感が高まったことから株価が上昇に転じ

たこともあり、ドル円・クロス円も堅調な動きとなった。ただ、ポンドはドルや円などの主要通貨に対して

上値の重い動きが続いた。 

 

主要な米経済指標結果 

新規失業保険申請件数 21.6 万件（予想 21.4万件・前回 21.4万件） 

失業保険継続受給者数 167.6 万人（予想 万人・前回 162.3 万人⇒163.0 万人） 

米失業保険申請件数は、市場予想を上回る前週比+0.2万件の 21.6 万件となった。申請件数の 4 週移動平均

は、前週比+1500件の 21万 5250件だった。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比+4.6

万人の 167.6万人となった。受給者数の 4 週移動平均は、前週比+8750人の 164万 3750人だった。また、受

給者比率は、前週から上昇の 1.2％だった。 

 

出所：Bloomberg 
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10 月小売売上高（前月比） 0.8％（予想 0.5％・前回 0.1％⇒-0.1％） 

10 月小売売上高[除自動車] 0.7％（予想 0.5％・前回 -0.1％） 

10 月の米小売売上高は、市場予想を上回る前月比+0.8％の 5114億 8800万ドル（約 58 兆円）となった。自

動車販売などが伸びたことが要因となり、米国の個人消費の堅調さが示される結果となった。前年比では

+4.6％だった。自動車・同部品が+1.1％（前月-0.1％）、イ ンターネット通販など非店舗の小売りが+0.4％

（+1.3％）、ガソリンスタンドが+3.5％（-0.4％）。変動が大きい自動車・同部品を除く売上高は、前月比

+0.7％、前年比では+5.9％だった。 

 

出所：Bloomberg 

 

10 月輸入物価指数（前月比） 0.5％（予想 0.1％・前回 0.5％⇒0.2％） 

10 月輸入物価指数（前年比） 3.5％（予想 3.3％・前回 3.5％⇒3.1％） 

10 月の米輸入物価指数は、前月比+0.5％となり、2 ヵ月連続の上昇となった。前年比では+3.5％だった。石

油・石油製品は前月比+2.8％となり、石油を除く品目では+0.2％となった。原油が+2.6％、食品が+2.2％、

自動車・同部品が+0.1％。輸入元の国・地域別では、カナダからが+1.3％、中南米からが+0.6％、EU が+0.2％、

日本が+0.1％、中国は-0.1％だった。一方、輸出物価は+0.4％、前年比では 3.1％。農産物は前月比-0.3％、

農産物以外では+0.5％となり、自動車・同部品が+0.1％だった。 
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出所：Bloomberg 

 

11 月ニューヨーク連銀製造業景気指数 23.3（予想 20.0・前回 21.1） 

 

出所：Bloomberg 
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要人発言 

ロス商務長官 

・米国は依然、対中関税を 1 月に 25％に引き上げる計画 

 

カシュカリ・ミネアポリス連銀総裁 

・賃金上昇しているが、高インフレをまだ示さず 

・インフレ加速なら、FEDはいつでも利上げ可能 

・経済が過熱している兆候目にしていない 

・われわれは現在中立に非常に近いと思う 

・世界経済は減速しているようだ 

 

ボスティック・アトランタ連銀総裁 

・利上げは慎重に進めるべき 

・経済データを注視しながら政策金利を決定 

・2021年の成長率は 1.8％から 2.0％程度を予想 

・中立金利は 2.5％-3.5％と考える 

 

パウエル FRB 議長 

・雇用創出の余地は非常に十分にある 

・生産性とインフレを踏まえると、賃金は理にかなうレンジに入った 

・われわれは地域社会再投資法のミッションに深くコミットしている 

・失業率は低いものの、一部の人々、特に比較的若い男性が労働市場に参加していないことを Fedは十分 

に承知している 
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米主要株価は軒並み上昇 

米株式市場は、米景気の先行き懸念や英国の政治的混乱を背景に、序盤の主要株価は軟調な動きとなった。

米中間の摩擦が緩和するとの観測報道を背景に、主要株価は買い戻しが優勢となり、前日発表の決算が好調

だった通信機器大手や、業績の先行き懸念で大幅下落していた IT 大手の株価が値頃感で買われたことも押し

上げ要因となった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時 292 ドル安まで下落した。その後は

買いが優勢となり、274ドルまで上昇したが、引けにかけてやや上げ幅を縮小し、208ドル高で終了した。一

方、ハイテク株中心のナスダックは 1.7％以上の上昇となった。 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILMが作成 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


